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 論文題名 
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放射線治療による、子宮頸癌組織における、programmed death-ligand 1 (PD-L1)、human 
leukocyte antigen class I (HLA I)の発現の変化や腫瘍浸潤 CD8 陽性 T 細胞(CD8+ T 
tumor-infiltrating lymphocytes : TILs)の変化を評価する。また、その変化と予後の関連
を解析する。 
 




HLA 1および TILsについても同様の評価を行った。 
 
研究成績及び考察 
TILsは放射線治療前後のどちらの癌組織においても、PD-L1 TCと PD-L1 ICに有意な
相関を認めた。PD-L1 TCは放射線治療後に有意に増加する一方で、TILsは有意に減少し
た。PD-L1 ICと HLA 1には放射線治療による変化を認めなかった。放射線治療前の生検
検体において、TILs, HLA 1の発現、PD-L1 IC が高い症例は低い症例と比較して全生存
率が有意に良好であることが単変量解析及び多変量解析で示された。また、放射線治療後
の手術検体においては、TILs, HLA 1, PD-L1 TCが高い症例が低い症例と比較して全生存
率が単変量解析で有意に良好であった。しかし、多変量解析では PD-L1 TC のみが強い相
関を示した(p=0.003)。また放射線治療後の PD-L1 TC が陽性である症例では陰性である
症例と比較して照射野内再発(p = 0.036)および照射野外再発(p = 0.001)の率が有意に低か
った。 
 放射線治療は子宮頸癌細胞の PD-L1 発現（PD-L1 TC）を有意に誘導した。 放射線治




 放射線治療は PD-L1 TC に免疫学的な変化を引き起こしていた。放射線治療後の PD-L1 
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結果の要旨 
 
本研究で、放射線治療は各種腫瘍免疫関連タンパクに影響を与えており、それらのタン
パクと予後に有意な相関を認めた。また、放射線治療後の腫瘍細胞に発現する PD-L1と全
生存期間の強い相関関係は、放射線治療によって引き起こされる免疫学的な変化が子宮頸
癌に対する治療の効果に影響していることが示された。 
以上の成果により、学位論文として医学博士授与に値するものと、審査委員全員から評価
を頂いた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
